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課・室名

電話番号

１ 施策の目的

対象（誰、何を対象としているか） 意図（どのような状態にしたいのか）

２ 施策の成果状況

成
果
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標
①

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

成
果
指
標
②

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の
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成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

成
果
指
標
③

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

３ 市民満足度調査の状況
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち

コンパクトで魅力ある都市空間の形成

多核連携型コンパクト・エコシティの推進

市民政策局

まちづくり企画課

087-839-2136
Ａ

　高松市民 　平成２５年２月に策定した多核連携型コンパクト・エコシ
ティ推進計画に基づき、集約拠点への都市機能の集積と市街
地の拡大抑制による、コンパクトで持続可能な都市構造「多
核連携型コンパクト・エコシティ」の実現を目指す。

用途地域内の人口比率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

63.9 64.2 64.9

　前年度と比べ０．１％減少しており、目標値の達成には至っていな
い。

％99.7

点29

中心市街地の居住人口の割合
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

4.8 5.1 5.1

　人数としては、前年度から２４人増の２０，６６６人と微増であり
、着実に進捗しているものの、居住人口の割合としては前年度と同値
の４．８％であり、目標値の達成には至っていない。

％96.0

点28

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

55

14.1

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）55 14.1
0

24

18.6

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）24 18.6

0

54

47.3

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）54 47.3

年度26 年度27 年度28



４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

517,268 841,641 528,858 579,081

58,605 61,650 105,596 111,877

575,873 903,291 634,454 690,958

　適正な土地利用の推進においては、平成２９年３月に高松市立地適正化計画（仮称）【素案】を策定した。今後
は、市民や関係事業者等との合意形成を図りながら立地適正化計画を策定していくとともに、現行のコンパクト・エコシティ推進
計画との整合性を図る必要がある。
　新病院を核としたまちづくりにおける都市機能集積においては、第１期都市再生整備計画が終了となることから、第２期都市再
生整備計画の取りまとめが必要となる。また、新病院の開院に合わせた着実な整備を行うため、関係課の総合調整を図る必要があ
る。

　適正な土地利用の推進においては、土地利用規制等の施行と併せ、誘導区域へのインセンティブ施策等について先進地の事例を
研究するなど、本市が今後取り組むべき施策事業を整理し、立地適正化計画の成案化に向けて取り組んでいく。その中で人口減少
・超高齢社会を見据え３０年後、５０年後においても活力を失わず市民がいきいきと暮らせるコンパクトで持続可能なまちづくり
を実現するために継続して事業を推進していく。
　新病院を核としたまちづくりにおける都市機能集積においては、引き続き整備基本計画に基づく施設整備について将来需要等を
踏まえた検討を行うとともに交流センター等の整備に向け第２期都市再生整備計画を取りまとめる。

適正な土地利用の推進
Ａ

多核連携型コンパクト・エコシティ推進事業
○ ○ ％91 Ａ 継続

用途地域内の人口比率

中心市街地の居住人口の割合

％99.7

％96.0

（評価対象外）都市計画制度運用事業



基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

集約拠点における都市機能集積
Ａ

新病院を核としたまちづくり推進事業（新病院ア

クセス道路整備事業）
○ ％93 Ａ 継続

道路整備率
％94.4

新病院を核としたまちづくり推進事業（北側エリ

ア整備事業）（まちづくり企画課分）
○ ％91 Ａ 継続

整備事業の進捗状況
％94.2

新病院を核としたまちづくり推進事業（北側エリ

ア整備事業）（地域振興課分）
○ ％91 Ａ 継続

整備事業の進捗状況
％94.2

新病院を核としたまちづくり推進事業（北側エリ

ア整備事業）（都市計画課分）
○ ○ ％91 Ａ 継続

整備事業の進捗状況
％94.2

新病院を核としたまちづくり推進事業（北側エリ

ア整備事業）（道路整備課分）
○ ％91 Ａ 継続

整備事業の進捗状況
％94.2

新病院を核としたまちづくり推進事業（北側エリ

ア整備事業）（公園緑地課分）
○ ％94 Ａ 継続

整備事業の進捗状況
％94.2


